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特集

■一部変更になることもあります

編集後記
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学校をアピールする！
学生確保のためにできること

学校の魅力をアピールするためのさまざまな方策　　雑賀美智子
専門学校におけるオープンキャンパスの重要性　　拝原優子
課程変更に向けて改めて教育理念を打ち出す　　奈良育代／大池明枝
准看護師に進学を勧めるための広報　　鈴木邦子
大学急増時代の学生確保のための広報活動　　濱名　篤
高校生による進学先選定の現状─高校側から言えること　　田口正男
コンサルタントから見た看護専門学校のアピール法　　北里　淳
【連載】
「書く力」でステキな看護師をつくろう・4　　味木由佳
九州・沖縄からの風　学生が綴る看護への想い・7　　大津りさ／馬場彩夏
実習の経験知　育ちの支援で師は育つ・11　　新納美美
ナイチンゲール伝・13　　茨木　保
Mail From USA─『JNE』を読み，世界の看護教育の流れを知る・39　　杉本敬子

●専門看護師制度が検討され始めた頃，「保健師を地域看護専門
看護師に」「助産師を母性看護専門看護師に」したらいいのではな
いかと，漠然と考えていました。看護師をベースに専門に特化
した業務を行うというイメージだったからです。今回の法改正
で，資格取得のためのカリキュラムが，大学 4年間内で組まれ
る必然性がなくなった以上，保健師は看護師のアドバンス資格
の側面が強まりました。であるならば，資格を乱立させるよりは，
今ある資格と統合するほうが，納まりがいいように思うのです。
●とはいえ，現状がそうでないなら，今の段階でベストを尽く
すしかありません。今回の連続特集では，看護教育では地域看
護学についてもっと広範囲に学ぶことが，保健師教育では活動
の専門化をより進めることが求められていると感じました。先
生方の今後の積極的な取り組みに期待します。 …大野

●今回の連続特集では，視点や役割の違いから基礎教育のあり
方について議論がなされました。時代とともに変化する看護職
への要求，それに伴い改正される諸制度に対応しながら教育に
当たることの難しさを思います。●そんななか特に印象深かっ
たのが，「学生にこう育ってほしい」という教員の強い願いでし
た。学生の個性を尊重し，社会の要請に応えることは大切です。
ただこれらは，個々の教員に「こうしたい」という熱意があって
初めて実現されるのだろうと感じました。●サッカー日本代表
の監督も務めたイビチャ・オシム氏が，新人選手の両親にかけ
た言葉です。「息子さんを『最後まで諦めずに走る子ども』に育て
ましたか？ もしそうでなければ期待をしないほうがいいでしょ
う。もしそうなら，私が責任をもって育てます」。指導者として
の“願い”が凝縮されたセリフとしてご紹介しました。 …加藤
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